環境班の活動マニュアル
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○　主な活動内容
A　トイレの確保 
B　生活用水の確保、トイレ・入浴サービスの運用
C　ペットの受入れ、ペットスペースの管理
D　清掃指導、ゴミの管理

【作成・管理する主な様式】
□　ペット飼育者名簿
□　トイレ対策手順





	避難所開設準備



□　トイレの確保　アクションカード（初動４）
　　　・　既設のトイレの使用確認をし、使用できない場合は簡易トイレ利用の準備を行う。
	【ポイント】衛生環境の維持には、初動対応が肝心
・　既設トイレは災害直後、原則、使用禁止になることを平時から住民に周知しておく。
・　避難直後から、トイレの使用方法・使用ルールを避難者に周知徹底する。




	避難所開設



□　トイレの運用
・　情報班と連携して、トイレ個室内や居住スペースに、トイレの使用方法・使用ルールの張り紙を掲示する。
・　居住班単位を基準に、トイレの清掃当番を決めて毎日清掃を行う。
・　トイレ掃除の際はマスクと使い捨ての手袋等を着用し、備蓄品の消毒液を用いてトイレ周りを中心に清掃する。
・　避難者の人数や使用できるトイレ数などの状況に応じて、仮設トイレの設置を、情報班を通じて市災害対策本部に要請する。










□　生活用水の確保
・　トイレや避難所の清掃、洗濯、機材の洗浄などに使う「生活用水」を確保する。
・　プールの水の運搬は、避難者で協力して行う。
	【ポイント】以下を参照に生活用水を確保する
	用途・水の種類
	飲料・調理用
	手洗・洗顔・歯磨・食器洗用
	風呂・洗濯用
	トイレ用

	飲料水（ペットボトル）
	◎
	○
	
	

	給水車の水
	◎～○※
	◎
	○
	○

	ろ過水
	△
	◎
	○
	○

	プール・河川の水
	×
	×
	×
	◎


凡例　◎：最適な使用方法、○：使用可、△：やむを得ない場合のみ使用可、×：使用不可
※　水源及び浄水場の状況によって異なる場合がある。



□　ペットの受入れ
・　ペット同行避難者には、ペット飼育者名簿を記載してもらう。
・　ペットをペットスペースに受入れ、飼育者に、ペット飼育ルールを配布する。

□　清掃やゴミの管理の呼びかけ
・　居住班単位での当番制など掃除の運用のめどが立つまでの間は、環境班が中心となって避難者に呼びかけ、協力してトイレの掃除やゴミの分別管理を行う。


	避難所運営



□　班会議を１日１回以上開催し、班員の活動や課題を把握・共有する。

□　避難者全員に協力を呼びかけ、避難所の衛生環境を維持する。

□　清掃指導、ゴミの管理
・　居住スペースの清掃・換気は避難者全員が協力して、また、共有スペースの清掃・換気は居住班単位での当番制などによって行われるよう指導・管理する。
・　ペットスペースの清掃は、ペット飼育者による当番制で行われるよう指導・管理する。
・　ゴミの分別・密封を徹底し、ゴミ収集場所を清潔に保ち、害虫の駆除や発生予防に努める。
・　トイレの清掃当番を決めて、毎日清掃を行う。清掃をする際には、マスクや手袋を着用し、備蓄品の消毒液を用いて実施する。

□　飼育者によるペットの自主管理の指導
・　ペット飼育者名簿の情報を更新・管理する。
・　ペット飼育ルールを飼育者が理解し、実践できるよう指導・管理する。
・　一方でペットが他の避難者にとっても癒しの存在になるなどの効用について理解を促す。

□　仮設風呂や仮設シャワーの運用
・　仮設風呂・シャワー設置後は名簿に基づいて入浴券を発行し、スムーズな運用に努める。
※　ただし、アレルギー疾患を持つ人や乳幼児など、配慮が必要な人は優先する。
・　情報班と連携して、仮設風呂内や居住スペースに入浴ルールの張り紙を掲示する。

□　トイレ等の防犯対策
・　巡回警備班と連携して、トイレ個室内や仮設風呂内に、防犯ブザーや笛などを設置する。


	避難所解消



□　避難所の円滑な閉鎖に向けて、運営本部の指示のもと、閉鎖準備を行う。
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